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木
村
　
祐
一 

議
員

農
地
中
間
管
理
機
構
の
創
設

　
　
　
　
に
伴
う
市
の
役
割
は

木
村　

機
構
創
設
を
ど
う
受
け
止
め
、
ど

ん
な
事
務
作
業
が
必
要
に
な
る
の
か
。

農
業
委
員
会
事
務
局
長　

遊
休
農
地
や
耕

作
放
棄
地
の
増
加
な
ど
問
題
を
抱
え
て
お

り
、
生
産
現
場
を
強
化
・
再
生
す
る
こ
と

が
最
大
の
課
題
で
あ
る
。
管
理
機
構
が
行

う
事
務
の
う
ち
、
相
談
窓
口
や
貸
し
借
り
、

売
買
あ
っ
旋
に
関
す
る
事
に
つ
い
て
、
市

に
業
務
委
託
さ
れ
従
前
ど
お
り
実
施
す
る
。

木
村　

現
況
で
の
農
地
の
賃
貸
と
変
わ
っ

た
点
は
。

農
業
委
員
会
事
務
局
長　

利
用
権
の
設
定

に
つ
い
て
は
、
農
業
委
員
会
で
承
認
い
た

だ
き
、
そ
の
後
、
農
政
課
の
行
政
事
務
と

し
て
公
告
を
行
い
正
式
な
契
約
と
な
る
。

　

今
回
は
、
そ
の
後
新
た
に
県
農
業
公
社

に
報
告
し
、
最
終
的
な
貸
付
の
承
認
が
得

ら
れ
る
形
に
な
る
。

木
村　

中
間
管
理
機
構
へ
集
積
さ
れ
た
場

合
、
協
力
金
が
国
と
し
て
用
意
さ
れ
て
い

る
よ
う
だ
が
、
市
独
自
の
農
用
地
利
用
集

積
助
成
金
の
取
り
扱
い
方
は
ど
う
な
る
の

か
。

農
業
委
員
会
事
務
局
長　

当
面
継
続
の
方

向
で
考
え
て
い
る
。
事
業
の
進
捗
、
財
政

状
況
を
踏
ま
え
事
業
の
整
合
性
を
図
り
な

が
ら
進
め
る
。

木
村　

「
管
理
機
構
の
仕
組
み
」
と
い
う

資
料
に
、
機
構
は
必
要
な
場
合
に
は
基
盤

整
備
等
の
条
件
整
備
を
行
い
、
担
い
手
が

ま
と
ま
り
の
あ
る
形
で
農
地
を
利
用
で
き

る
よ
う
配
慮
し
貸
付
を
行
う
と
あ
る
が
。

農
政
課
長　

農
地
中
間
管
理
機
構
と
農
地

の
基
盤
整
備
・
ほ
場
整
備
と
は
別
で
、
機

構
は
、
ほ
場
整
備
し
な
い
。

木
村　

合
生
地
区
な
ど
未
整
備
地
区
へ
の

適
用
は
。

農
政
課
長　

今
回
、
国
の
政
策
に
よ
り
基

盤
整
備
事
業
で
の
農
家
の
負
担
軽
減
助
成

額
の
割
合
が
提
示
さ
れ
た
。
従
前
か
ら
の

農
業
競
争
力
強
化
基
盤
整
備
事
業
で
地
元

負
担
が
12
・
5
％
で
あ
る
が
、
今
回
の
政

策
に
よ
り
農
地
の
集
積
率
に
応
じ
て
5
・

5
〜
12
・
5
％
と
な
る
。
こ
れ
は
ハ
ー
ド

ル
は
厳
し
い
が
全
額
補
助
と
な
る
。
意
向

調
査
を
行
い
、
地
元
説
明
会
を
行
う
。
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坂
本
　
武
人 

議
員

「
成
長
」な
く
し
て「
社
会
保
障
」な
し
！

　
　
　
　
　
市
の
成
長
を
政
策
の
核
に
！

坂
本
　
荒
木
市
制
2
期
目
の
リ
ス
タ
ー
ト

に
際
し
、
向
こ
う
30
年
の
基
本
理
念
と
し

て
、
本
市
は
今
後
も
「
成
長
」
を
目
指
し
、

政
策
を
立
案
遂
行
す
べ
き
か
。
そ
れ
と
も

自
然
発
展
以
外
の
「
成
長
」
は
前
提
と
し

な
い
政
策
を
執
る
べ
き
か
。
理
由
も
併
せ

て
市
長
の
所
信
を
明
確
に
示
し
て
い
た
だ

き
た
い
。

市
長　

限
り
な
く
増
大
し
続
け
る
社
会
福

祉
予
算
、
民
生
費
、
教
育
費
に
対
し
、
他

の
予
算
を
カ
ッ
ト
す
る
手
法
は
お
の
ず
と

市
民
サ
ー
ビ
ス
の
質
及
び
職
員
の
士
気
の

低
下
を
招
き
限
界
が
あ
る
。
併
せ
て
40
年

来
進
め
て
き
た
自
然
発
展
型
の
成
長
も
今

日
の
状
況
を
予
想
で
き
て
お
ら
ず
、
生
活

道
路
を
改
良
す
る
だ
け
で
莫
大
な
コ
ス
ト

を
要
す
る
現
状
に
お
い
て
、
こ
れ
か
ら
は

熊
本
都
市
圏
1
0
0
万
人
の
経
済
圏
の
拠

点
と
し
て
、
官
主
導
の
開
発
を
積
極
的
に

推
進
し
な
が
ら
、
税
収
は
も
と
よ
り
、
子

ど
も
た
ち
が
未
来
に
夢
を
持
て
る
よ
う
な

ま
ち
づ
く
り
を
念
頭
に
、
し
っ
か
り
「
成

長
」
を
継
続
さ
せ
て
い
く
こ
と
を
基
本
政

策
と
し
た
い
。

坂
本
　
さ
ら
な
る
「
成
長
」
を
目
指
す
と

な
れ
ば
、
教
育
環
境
整
備
に
お
い
て
既
に

対
象
年
齢
人
口
層
の
推
計
実
数
が
飽
和
し

て
い
る
現
状
に
加
え
、
新
た
な
開
発
を
重

ね
る
方
針
と
な
り
、
一
部
学
校
区
に
お
け

る
小
中
学
校
の
分
離
・
新
設
及
び
学
童
保

育
所
の
増
設
は
避
け
ら
れ
な
い
現
実
と
な

る
が
、
市
長
の
解
決
策
や
い
か
に
。

市
長　

早
い
段
階
に
方
針
を
発
表
し
た
い

と
考
え
て
い
る
。

坂
本
　
さ
ら
に
「
成
長
」
が
予
想
さ
れ
る

中
、
監
査
委
員
の
役
割
は
大
変
大
き
く
、

監
査
体
制
の
機
能
強
化
が
急
務
で
あ
る
。

現
代
表
監
査
委
員
が
確
立
さ
れ
た
摘
発
・

批
判
に
加
え
、
指
導
的
な
視
点
で
の
監
査

機
能
が
市
の
効
率
的
な
行
財
政
運
営
を
管

理
す
る
上
で
重
要
だ
と
考
え
る
が
、
監
査

体
制
の
改
善
策
は
。

市
長　

監
査
機
関
と
相
談
の
上
、
で
き
る

も
の
は
対
応
し
た
い
。
ま
ず
は
広
く
市
民

に
そ
の
重
要
性
を
認
識
し
て
い
た
だ
く
た

め
、
監
査
計
画
及
び
監
査
指
摘
に
つ
い
て

は
、
Ｈ
Ｐ
、
市
広
報
等
で
公
開
で
き
る
よ

う
進
め
て
い
き
た
い
。

 

松
井
美
津
子 

議
員

地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム

の
構
築
に
つ
い
て

松
井
　
市
長
の
所
信
表
明
の
中
の
「
産
学

官
金
の
連
携
」
の
具
体
的
な
取
り
組
み
に

つ
い
て
伺
う
。

政
策
課
長　

現
在
、
19
の
大
学
、
銀
行
、

企
業
な
ど
と
包
括
連
携
協
定
を
結
び
、
今

年
度
は
Ｓ
Ｃ
Ｂ
理
論
に
基
づ
い
た
大
学
と

の
認
知
症
対
策
シ
ス
テ
ム
の
開
発
を
検
討

し
て
い
る
。

松
井　

将
来
に
向
け
て
庁
舎
と
行
政
事
務

の
あ
り
方
に
つ
い
て
、そ
の
中
で
市
民
サ
ー

ビ
ス
の
向
上
に
つ
な
が
る
コ
ン
ビ
ニ
で
の

各
種
証
明
書
の
発
行
サ
ー
ビ
ス
に
つ
い
て

伺
う
。

政
策
課
長
　
Ｉ
Ｔ
を
活
用
し
た
住
民
の
利

便
性
、
サ
ー
ビ
ス
の
向
上
を
図
る
た
め
今

後
取
り
組
む
必
要
が
あ
る
し
、
マ
イ
ナ
ン

バ
ー
制
度
ス
タ
ー
ト
に
向
け
て
進
め
て
い

け
れ
ば
と
考
え
る
。

松
井　

厳
し
い
財
政
の
中
で
、
自
由
に
使

え
る
自
主
財
源
は
魅
力
だ
が
、
本
市
の

「
広
報
こ
う
し
」
へ
の
広
告
収
入
や
、
そ

の
他
の
考
え
を
伺
う
。

企
画
課
長
　
広
報
紙
に
つ
い
て
は
掲
載
依

頼
の
原
稿
量
が
多
く
考
え
て
い
な
い
。

財
政
課
長
　
自
主
財
源
の
確
保
に
向
け
積

極
的
に
行
動
し
て
い
く
。

松
井　

ス
マ
ホ
を
活
用
し
た
情
報
発
信
、

行
政
用
の
ア
プ
リ
の
開
発
に
つ
い
て
。

企
画
課
長　

大
学
と
共
同
で
行
政
情
報
の

研
修
に
参
加
し
、
ア
プ
リ
の
開
発
の
研
修

を
受
け
る
職
員
を
支
援
し
て
い
く
。
フ
ェ

イ
ス
ブ
ッ
ク
も
研
究
の
働
き
か
け
を
行
う
。

松
井　

医
療
・
介
護
総
合
確
保
推
進
法
が

成
立
し
、
2
0
2
5
年
を
見
据
え
て
高
齢

者
が
住
み
慣
れ
た
地
域
で
、
医
療
・
介
護

生
活
支
援
サ
ー
ビ
ス
な
ど
を
一
体
で
受
け

ら
れ
る
地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
の
構
築

に
つ
い
て
。

高
齢
者
支
援
課
長
　
認
知
症
対
策
と
し
て

家
族
の
集
い
を
実
施
し
て
い
る
が
、
今
後

認
知
症
カ
フ
ェ
に
つ
い
て
先
進
地
を
調
査

し
、
検
討
し
て
い
く
。
第
6
期
介
護
計
画

に
反
映
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
な
地

域
ケ
ア
会
議
を
開
い
て
い
く
。

　学
校
給
食
の
在
り
方

　
　
　
　
　
方
向
性
は

丸
内
三
千
代 

議
員

丸
内
　
給
食
セ
ン
タ
ー
建
て
替
え
の
完
了

に
伴
い
、
よ
り
安
心
・
安
全
な
学
校
給
食

を
提
供
す
る
。
将
来
策
定
の
給
食
に
関
す

る
運
営
方
式
に
つ
い
て
は
検
討
を
行
う
と

し
て
い
る
。
平
成
25
年
度
に
設
置
さ
れ
た

学
校
給
食
の
在
り
方
庁
内
検
討
委
員
会
に

お
い
て
の
議
論
を
伺
う
。

政
策
課
長　

5
回
の
委
員
会
議
を
実
施
し
、

職
員
の
配
置
、
老
朽
化
し
た
施
設
の
維
持

管
理
、
経
費
等
の
検
討
を
行
な
っ
た
。
給

食
の
在
り
方
の
方
向
性
に
つ
い
て
は
、
7

月
に
決
定
を
し
、
9
月
に
議
会
へ
の
説
明

を
行
っ
て
い
き
た
い
。

丸
内
　
学
校
給
食
の
運
営
に
お
い
て
は
、

19
年
度
よ
り
正
規
職
員
の
採
用
が
な
さ
れ

て
い
な
い
状
況
の
中
、
食
育
、
食
物
ア
レ

ル
ギ
ー
へ
の
対
応
、
財
政
や
土
地
の
問
題
、

保
護
者
へ
の
説
明
等
考
え
る
と
時
間
が
な

い
。
よ
り
良
い
給
食
の
在
り
方
を
示
し
て

欲
し
い
。
そ
の
上
で
議
会
で
も
十
分
な
調

査
研
究
を
し
て
い
き
た
い
。

　
丸
内
　
約
20　

強
の
区
画
整
理
構
想
で
、

一
部
恵
楓
園
の
土
地
を
活
用
し
て
の
御
代

志
駅
周
辺
の
開
発
で
あ
る
が
、
意
義
は
何

か
。

市
長
　
御
代
志
駅
前
タ
ー
ミ
ナ
ル
構
想
を

持
ち
、
ふ
れ
あ
い
パ
ー
ク
的
な
も
の
を
含

め
て
恵
楓
園
が
民
間
に
開
か
れ
、
真
の
社

会
性
の
高
い
場
所
と
し
て
一
体
感
を
持
た

せ
る
事
で
あ
る
。
入
所
者
の
方
々
の
理
解

を
い
た
だ
き
な
が
ら
、
駅
前
の
再
開
発
と

恵
楓
園
の
皆
様
の
理
想
の
思
い
を
合
わ
せ

な
が
ら
、
市
民
に
と
っ
て
賑
わ
い
の
あ
る

場
所
に
作
り
変
え
て
い
く
こ
と
が
で
き
れ

ば
と
思
っ
て
い
る
。

丸
内
　
こ
の
開
発
で
合
志
市
の
「
顔
」
づ

く
り
を
し
た
い
と
述
べ
ら
れ
て
い
る
が
、

市
長
の
描
く
「
顔
」
と
は
。

市
長　

「
顔
」
が
、
一
人
歩
き
し
な
い
た

め
に
も
、
福
祉
、
人
権
を
捉
え
て
の
開
発

を
想
定
し
て
い
て
、
職
員
た
ち
の
総
意
を

具
現
化
し
て
い
く
た
め
に
「
合
志
市
の

顔
」
と
な
る
よ
う
取
り
組
み
た
い
。

　

 　御
代
志
駅
周
辺
の
開
発
に
つ
い
て

信
頼
さ
れ
る
監
査
委
員
制
度
を

目
指
し
て
！

ha


